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細に測定し、He II 中における超微細構造について詳細に議論することが本研究により可能となった。 
 最後に、実証実験で得られたパラメータを元にシミュレーションを行い、10 pps 程度の生成量しかない不安定核に
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光強度の変化から準位構造を調べる。本方法が実行可能となれば、生成量が 10 pps 程度と少ない存在限界近くの不
安定核に対しても測定が可能になると期待される。 
 そこで古川氏は、本方法の有用性を実証するため、安定同位体原子 133Cs および 85,87Rb を用いた実験を詳細に行






し、10 pps の短寿命核に対する測定が可能であることが確認された。 
 本研究で開発に成功した超流動ヘリウム中での原子の精密レーザー分光法が、今まで測定が困難であった短寿命核
のスピン、モーメント測定による、不安定核の構造の詳細な議論への道を切り開いたことは高く評価される。さらに、
本研究で得られた超流動ヘリウム中での原子の振舞いに関する知見は原子核物理学のみならず、原子物理、物性物理
など物理学の他分野へ幅広く貢献することも高い評価に値する。 
 よって、本論文は博士（理学）の学位論文として十分価値あるものと認める。 
